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白川小学校
市には令和３年に編集された「暗唱読本」
があります。小中学校版は「夢」というタ

イトルで、小・中学校の９年間使用します。この
本には、美しいリズムや響き、表現を持った和歌
や俳句、漢詩、小説の一節、そして英文などが、
99編載っています。11月には、各小中学校が練
習の成果を披露し合う「白石市暗唱コンクール」
が開催され、本校の児童もチャレンジしました。
　白川小学校では、主に給食後の15分間のスキ

ルタイムで暗唱に取り組んでいます。各学年で設
定された題材を暗唱するため、学校だけでなく、
家庭で自主的に練習に取り組む児童も多くいま
す。児童は担任の前で練習の成果を披露し、暗唱
ができたら「夢通帳」という記録帳に暗唱できた
日を記録し、校長にも練習の成果を披露します。
児童は暗唱を通して、先人の優れた言葉を知的財
産とするとともに、言葉に親しみ、言葉の感覚に
磨きをかけ、表現力を高めています。

「暗唱」で感性を磨き、表現力を高める

大平小学校

本本

校では、令和２年度の末に児童一人一人に
タブレット端末が配付され、令和３年度か

ら本格的に活用が始まりました。現在は、授業中、
行事などさまざまな場面で活用しています。
　児童は、授業中に、「ロイロノート」というソフ
トを使ってお互いの考えやノートに書いた内容を共
有したり、教科書の問題が早く終わった時にAIド
リル「キュビナ」で復習したり、学習活動の充実
のために活用しています。体育の授業では、自分

たちの運動する様子を動画に撮ってフォームや動
きを確認することで、課題の発見や振り返りに生
かしています。また、10月に行われた運動会では、
得点係の児童が、タブレット端末を使って徒競走
の記録を集計し、係の仕事の効率化を図りました。
子どもたちの学校生活の中において、ICTが日常
的になりつつあります。今後も教員、児童ともにタ
ブレット端末を積極的に活用し、個別最適な学びと
協働的な学びの一体的充実を推進していきます。

本本
学習活動の充実　～タブレット端末の活用～

白石市学力向上プロジェクトの取り組み

▲暗唱コンクールに向けての練習 ▲校長室で練習の成果を披露▲集中して一人で暗唱

▲AIドリル「キュビナ」で復習 ▲得点を入力して係の仕事を効率化▲フォームを動画で確認中
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